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　私は昭和37年（1962年）、旧真田町の
山奥に生まれました。かつて真田幸村が
沼田と上田の間を行き来した時代の街道
沿い、千曲川にそそぐ神川の源流付近で

す。先祖はきれいな水と、きれいな水で育った岩魚をた
んぱく源として住み着いたものと思われます。
　長保育園から大日向小学校に入学、全校児童85名の小
さな小学校でしたので、2年生になると同時に現在の長
小学校に統合。思い出す小学校時代の主な出来事は、大
阪万博に行き「月の石」を見たこと、札幌オリンピッ
クの日の丸飛行隊の活躍、あさま山荘事件で一日中テレ
ビを視ていたこと、沖縄の返還、便利だった上田電鉄真
田線の廃止、オイルショックで大人が騒いでいた事等々、
昭和40年代を楽しく、よく遊びよく遊びました。
　真田中学校から男女共学となって3期目の上田染谷丘
高校へと進学。大学は「日本のカルチェラタン」と言わ
れる神田駿河台で学びながら？気楽な4年間を過ごしま
した。大学の4年間は東京小金井市にありました「信濃
寮」という長野県人の集う学生自治寮で生活をしまして、
その時、いわゆる「同じ釜の飯を食った仲間」を得るこ
とができたことが一番の財産だと思っています。
　当時首都圏に県人会の寮が8つありましたが「信濃
寮」も5年前に100年余の歴史に幕を下ろし残念なこと
です。財団法人でしたので土地等売却した残余財産は県
に寄付され、県内出身の現役大学生の奨学制度等に役
立っています。アルバイトにも精を出し、銀座の画廊や
浅草の佃煮屋など（時給は500円～600円）当時とすれ
ば高額バイトでした。毎月の寮費が（駅から徒歩10分、
鉄筋コンクリート3階建て、4畳半個室、朝夕２食付）
23,000～24,000円。今倍になったとしても、この物価
高の時代、残しておけばよかったのかもしれません。今
後も、子供を都会で勉強させることは本当に大変なこと
だとつくづく思います。「良い目、良い席、良い友」に
恵まれ大学を無事卒業、帰郷し、地元の同業他社で4年
ほどお世話になり、自分の会社に戻り現在に至ります。

　大正期、曾祖父の代から信州と上州（群馬県）の境の
街道で双方からの物資を商い、運送。人力、馬の背中、
荷車、馬車、そして自動車へと輸送手段が変化するなか、
太平洋戦争が始まると、国（軍）の命令で当時の警察署
単位で業者が1つに統合させられ、戦後しばらくはその
戦時統合会社（「上田貨物」）で営業していましたが、昭
和29年分離し新法の下でそれぞれ会社を設立したという
経緯です。同時に分かれた会社で現在残っているのは上
塩尻の「川西陸送」さん、塩田平の「塩田運輸」さんだ
けになってしまいました。上田小県も当時はまだ工業の
勃興前であり、主な輸送品目は農産品、建築資材である
木材その他生活物資程度でした。現在、当社のメイン貨
物はJA関連の農産品ですが、建築資材や生活関連物資全
般で死体以外はすべて輸送します。
　山寺会長とのお付き合いも、先代からさせていただき
ました。LPガスも現在はタンクローリーによる輸送で
すが、最初のころは三重県の四日市から50キロボンベ
で輸送した記録が残っています。菅平高原での高原野菜
栽培が盛んになると、大消費地、大都市への出荷が始ま
りました。当時は高速道路もなく、一級国道でもすべて
舗装されていたわけではありません。産地菅平の山から
上田電鉄真田線の終点真田駅までトラックで運び、貨車
に積み替え上田駅へ、国鉄の貨物列車で大消費地、市場
へと輸送しました。鉄道輸送の時代は山手線神田駅のす
ぐ横に日本一の青果物市場がありましたし、物流の巨人
日本通運の本社は今でも神田にあります。今では、朝採
れた野菜が翌日には食卓に並びますが、当時は市場まで
2～3日、食卓に上るには3～4日かかるのは普通でした。
モータリーゼーションの幕が開き、道路環境が向上し車
両の大型化が進むと、トラックにより直接市場まで輸送
する時代となり、次第に貨車輸送は廃れていきました。
　信州から外に出るためには必ず峠を越えなければなら
ず、それは強靭な心身の運転士の存在により成立してい
ました。今や、軽自動車でさえ当たり前のパワーステア
リングが当時あるわけもなく、「碓氷バイパス」はまだ
無く、碓井峠の旧道をねじり鉢巻きで、それこそ命がけ
でハンドルを切って上り下りをしていました。現在は絶



［次週のプログラム］ 6月24日（水）年度最終夜間例会

対に許されませんが、節度ある飲酒運転が常だったよう
です。もっともその時代は飲酒運転は違法ではなく「く
わえタバコ」は厳重注意だったとか。当時のトラックの
キャビンは木材を多用していたことにもよります。
　ここ数年「物流の2024年問題」とか「物流クライシ
ス」とか叫ばれていましたが、正しくは「2024年から
始まる問題」ということです。事の発端は平成2年のト
ラック輸送の規制緩和です。経済成長が順調で輸送貨物
があふれることを懸念、事実上、参入規制を撤廃して輸
送業者を増やせばいいと考えました。が、実際にはそれ
ほど貨物量は増えず事業者数だけが約1.6倍（40,000社
⇒63,000社）に増加、必然的に過当競争となり運賃水準
は半分近くまで低下、適正な運賃収受が不能となり、し
たがって、満足な給料を乗務員に払うことができなくな
り、従業員の質、充足率も低下するという結末になった
わけです。これが「物流クライシス」。バスも、その後、
規制緩和されましたが、結果は同様、さらに最も重要な

安全対策を怠る業者による悲惨な交通事故も多発といっ
た、最悪の事態を招くことにつながりました。「物流はく
らしと経済のライフライン」といえます。通信販売等で
「送料無料」といったうたい文句がよくありますが、タ
ダで物は運べません。どんなに優れた素晴らしい品物が
あっても、それを利用したり消費する人のもとに届かな
ければ価値が生まれません。物流を単なるコストととら
えるのではなく、すべての事業の基盤を支えるものと認
識していただければ大変有難く思います。
　「菅平観光タクシー」という会社で人を運ぶ商売もし
ております。上小地区には9社のタクシー会社がありま
す。コロナ禍を経て離職したドライバーが戻らず業界全
体がドライバー不足を解消できずにおり、ご利用いただ
く皆様にご不便をおかけしております。この地域の公共
交通機関は鉄道・バス・タクシーですが、365日24時間
の交通手段として、最後の砦と自負して取り組んでまい
りますので、ご理解頂きたく宜しくお願い致します。
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●司　　会 手塚達也君
●斉　　唱　「我等の生業」
●ラッキー賞　手塚達也君（季節のアレンジ花）
●友 愛 賞 小田中譲君（蓑輪君より新潟土産の日本酒「男山」）
　　　　　　上條和宏君（倉島君より熊本産の特大スイカ）
　　　　　　後藤正直君（水出君より松本のお土産のお菓子）
　　　　　　山寺髙太郎君、松山賢太朗君、田守正彦君
　　　　　 （フェローシップ会員の山本さんよりお菓子）
　　　　　　一之瀬治君（小田中君より酒富醸造のみそ）

■会長挨拶　　　　　　　　　　　　山寺 髙太郎 会長
　いよいよ当年度もあと3回の例会を残すのみとなりま
した。私は、皆様ご承知のとおりゴルフも幹事もやらず、
しかもR歴も10年程度です。さらに、当クラブでは二人
目の親子二代にわたって会長を務めさせて頂いています。
だからといって決して優良、優秀な会員でもありません。
出席率も貢献度も高くないと自負しています。今だに、
なぜ私が会長を仰せつかったのかわかりません。
　いつもお引き受けしたからには全力でやろうと思って
いますが、RCそのものを理解しておらず単なる高級親
睦団体と思っていました。私にはふさわしくない、ちょ
うど海外や国内の上級市民の集まるサロンかな程度の思
いでしたので何から手をつけてよいやら全くわかりませ
んでした。しかし、幸いなことにJC時代の先輩・後輩や
ら仕事上のお付き合いやらで誰に聞けば何とかなる事だ

けは知っていて、さらにズーズーしいのは営業で鍛えら
れていたので震える心臓で電話をしたり、押しかけて相
談したりの出発でした。ほんとに多くの方々にご迷惑を
お掛けしたと思っています。それが人間関係と繋がりだ
と、勝手に思っています。
　品位・品格とは程遠く厄介で、図々しく、でも気の弱
い私のような者も、だんだんロータリアンっぽくなって
いきますのでもう少しお付き合いをお願いいたします。
■幹事報告　　　　　　　　　　　　　 倉島　博 幹事
・地区より次年度地区役員の委任状が届く。
　　　　危機管理委員会　　委員　　飯島　洋一君
　　　　ラーニング委員会　委員　　佐藤　友則君
・新生上田市誕生20周年記念式典へのご招待状が届く。
　　　7月11日（土）　サントミューゼ
・薬物乱用防止活動キャンペーンへの協力依頼が届く。
　　　6月28日（日）　10：30～12：00　アリオ上田
■出席報告

石井、上原、小田中、上條、工藤、倉島、後藤、小林、
塩之入、関、竹内、玉井、田守、塚田、手塚（た）、手塚（達）、
蓑輪、宮澤、栁澤亨、栁澤誠、山寺、渡辺
※上原　達君／一之瀬さん、卓話を楽しみにしています。
※小林正人君／一之瀬さんの話、楽しみです。
※栁澤　誠君／値上がりのためか今年は田植えをしてい

る田が多い気が…。日本の原風景ですね。
本日の金額／28,000円　　累計／1,235,000円

ニ コ ニ コ B O X （敬称略）

本　日
前々回

正会員数 ベース 欠席 メイク 出席率
52 49 20 ― 59.18％
52 50 16 9 86.00％


